
循環型社会形成推進基本計画の見直しの状況

一般廃棄物の減量化

第一次循環基本計画

一人１日当たりの
家庭系ごみ排出量

(資源回収されるもの、
粗大ごみを除く。）

平成１２年度
→平成２２年度で
約２０％削減

第二次循環基本計画 第三次循環基本計画

一人１日当たりの
ごみ排出量

一人１日当たりの
家庭系ごみ排出量

平成１２年度
→平成２７年度まで
約１０％削減

平成１２年度
→平成２７年度まで
約２０％削減

（資源回収されるものを除く。）
粗大ごみを減量対象に含む。

発生抑制に関する指
標を新たに設定

一人１日当たりの
ごみ排出量

平成１２年度
→平成３２年度まで
約２５％削減
（約８９０グラム）

一人１日当たりの
家庭系ごみ排出量

平成１２年度
→平成３２年度まで
約２５％削減
（約５００グラム）

【参考】
平成１２年度約６６０グラム
平成２２年度約５４０グラム

【参考】
平成１２年度約１１８５グラム
平成２２年度約９７６グラム

第三次循環基本計画における基本的方向
・リサイクルより優先順位の高い２Rの取組がより進む社会経済システムの構築
・有用金属の回収 等

H20.3.25
閣議決定

H25.5.31
閣議決定

H15.3.14
閣議決定

概ね5年ごとに
見直し

（集団回収、事業系等含む）

資料５



１日当たりに事業所から
排出するごみの量

第一次循環基本計画

平成１２年度
→平成２２年度で
約２０％削減

第二次循環基本計画

事業系ごみ
排出量

第三次循環基本計画

事業所規模によりごみ排出量
の差が顕著であるため、一事業
所当たりでなく総量について目
標を設定

平成１２年度
→平成２７年度で
約２０％削減

事業系ごみ
排出量

平成１２年度
→平成３２年度で
約３５％削減
(約１,１７０万トン）

【参考】
平成１２年度約１,７９９万トン
平成２２年度約１,２９７万トン

事業系ごみ


